
 

 

 

 

 

本物に触れる体験  

校長 馬場 広美 
爽やかな５月も過ぎ行き、これから梅雨、そして夏を迎えようとしています。正門横の

フェンスに沿って、紫陽花が色鮮やかに咲き始めました。学校前の下落合保育園新園舎の

建設工事も進み、６月中旬以降から、保育運営（引越）が始まるようです。 

５月３０日（火）、３１日（水）の授業参観には、御多用のところ、多くの保護者の皆様

に御来校いただきありがとうございました。子どもたちは、少し緊張している様子でした

が、どの学年も意欲的に学習に取り組む姿が見られました。また、６月２２日（木）から

７月３日（月）の６日間（6/26,6/28 を除く）、個人面談を実施します。短い時間ですが、

学級担任と話をしていただく中で、お互いに理解を深めるよい機会としていただけたら幸

いです。 

さて、５月２４日（水）に、５年生管弦楽鑑賞教室が、大宮ソニックシティ大ホールで

行われました。この３年間は、感染症拡大防止のため中止でしたので、久しぶりの開催と

なりました。私も５年生と管弦楽の生演奏を鑑賞し、本物に触れることのよさをあらため

て感じました。また、大きな会場に多くの学校の５年生が集まった中で、下落合小学校の

５年生が、自分で考え、マナーを守って行動をする姿を見て嬉しく思いました。６月５日

（月）には、日本フィルハーモニー交響楽団を迎え、「開校 70 周年記念プライマリーコン

サート」を実施します。子どもたちの心にずっと残る、素敵なひとときになることを願っ

ています。 

≪６月 いじめ撲滅強化月間≫ 

 毎年６月は、新年度が始まって３か月が経ち、人間関係のトラブルが増えてくる時期と

いうこともあり、「いじめ撲滅強化月間」として学校全体で様々な取組をしていきます。 

「いじめは、どの学校でも、どの子にも起こり得る」問題であることを再認識し、各学級

で次のように指導してまいります。 

１ 「いじめ」をする子は、許しません。 

  「いじめ」をする人間は、大人も子どもも卑怯な人間です。どんな理由があっても、 

  「いじめ」をしてはいけません。 

２ 「いじめ」を見て、知らん振りしている子も、許しません。 

  ひどい言葉や行為を見たり聞いたりした時に「やめなさい」と言えない子は、いじめ

をしている子と同じ卑怯な心を持っています。 

３ 家族や友達、先生に相談しましょう。 

  悩みや不安、心配ごとがあるときは、是非家族や友達、学校の先生に相談してほしい

と思います。学校では、日頃の観察や「心と生活のアンケート（年 3回）」と「簡易ア

ンケート（毎月）」の結果から、児童一人ひとりの心の状態を把握し、児童の発する小

さなサインを見逃さないよう努めています。 

いじめを防止するためにも、「自分を大切に思う自己肯定感」や「相手を思いやる気持ち」 

を学校・家庭・地域が連携し、子どもたちに育んでいきたいと思います。  

◇いじめが犯罪行為に相当し得ると認められる場合には、学校として警察へ相談・通報を行うこと

があります。〔いじめ問題への的確な対応に向けた警察との連携等の徹底について（令和５年２

月７日付文部科学省通知）〕 
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